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令和２年１１月３日に発

令された、秋の叙勲の市

内受章者を紹介します。

　前田欣一さん（香北町朴ノ木）は、昭和３８年

に香北町消防団に入団してから平成１８年まで、

４０年以上の長きにわたり、消防防災活動に従

事して来られました。

　香北町消防団副団長に就任してからは団長を

補佐し、消防団組織の充実強化、団員確保に努

められ、また、幹部団員として部下の指導育成

にも尽力されました。

　在職中、特に心がけていたことはありますか、

と尋ねたところ、「サイレンですね」と答えら

れました。どこにいても、サイレンが鳴れば現

場に駆け付け、消火活動や捜索活動を行い、被

害を最小限に食い止めるということを意識して

活動してきたと語ってくれました。ただ、昼夜

を問わず鳴るサイレンで、奥様に負担をかけて

しまったともおっしゃられ、「この受章は私一

人の功績では無く、周りの支えがあってのこと

です」と笑顔で取材に答えていただきました。

  まえだ     きんいち

前 田 欣 一 さん（８５歳）

秋
の叙勲

場に駆け

害を最小

活動して

を問わず

しまった

人の功績

です」と欣 さん（８５歳）

 まえだ     きん

前 田 欣
んいち

欣 一 さん（８５歳）

瑞宝単光綬章（消防功労）

１、豊かな自然を守り、美しいふるさとを未来に届けましょう。

１、互いに思いやり、ささえあう、心安らぐまちにしましょう。

１、歴史に学び、伝統を守り、高め、文化の香りあふれるまちにしましょう。

１、子どもたちの笑い声は宝物、みんなで見守り育てましょう。

１、感謝の気持ちを大切に、元気で働き、仲よく住みよいまちにしましょう。

香美市民憲章

　私たちの香美市は、美しく、豊かな自然に育まれています。

　先人が築き上げた尊い文化や伝統を受け継ぎ、人々が愛と勇気を心に持ち、

誰もが幸せを感じられるまちを目指し、ここに市民憲章を定めます。
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